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第３回守口市空家等対策協議会 議事録

○議 事 日 程

平成３０年３月１日（木）午後２時００分開会～午後３時００分閉会

○開 催 場 所

守口市役所１階 会議室１０６

○出 席 構 成 員 （１２名）

杉本 悦子

池嶋 一夫

小鍛冶 宗親

河田 真一

近藤 良一

清水 陽子

武内 恒行

田村 匡

日比 敏夫

藤田 富美子

木下 勝博

南 眞澄

○市 出 席 者

都市整備部長 馬場 正人

都市整備部管理監 山倉 久弥

住宅まちづくり課長 西端 義晶

住宅まちづくり課参事 美野 滋俊

住宅まちづくり課長代理 下道 正

住宅まちづくり課主任 大西 裕介

住宅まちづくり課 西野 智之

住宅まちづくり課 中瀬 智広



- 2 -

（１）開会

①会長挨拶

（２）議題

①第２回協議会の意見検討結果及びパブリックコメントの実施結果につ

いて

②守口市空家等対策計画の作成に関する協議報告（案）について

（３）その他

今後のスケジュールについて

（４）閉会
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～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◇ 午後２時００分 開会

○事務局 済みません、皆さんこんにちは。

それでは、ただいまより平成２９年度第３回守口市空家等対策協議会を開

会をさせていただきます。協議会の開会に当たりまして、会長よりご挨拶を

いただきます。

○会長 今回で３回目となっております協議会です。もう今日で案は確定に

なるかと思います。１年間皆様のご協力をいただきまして今日まで無事に来

られたと思っております。

外はえらい風で春の嵐ですけども、このような嵐がなく協議会が終わるこ

とを切に願っておりますが、もちろん皆様方の忌憚のないご意見をまたいた

だきまして、最後、別にうまく締める必要もないんですけれども、いい計画

がまとめられたらいいなと思っております。今日もよろしくお願いいたしま

す。

○事務局 どうもありがとうございました。

それでは、議題に入ります前に、まず本日の資料のご確認をさせていただ

きたいと思います。

本日、資料１といたしまして協議会の座席表、資料２が第２回協議会の意

見を検討しました結果でございます。資料３といたしまして「守口市空家等

対策計画（案）のパブリックコメントの実施結果」、資料４が「守口市空家

等対策計画」の案でございます。資料５「守口市空家等対策計画の概要版」

の案でございます。最後に資料６が「守口市空家等対策計画の作成に関する

協議について（報告）【案】」でございます。以上、皆さんおそろいでしょう

か。

それでは、議事のほうの進行を会長にお願いしたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。

○会長 お手元資料ちょっとね、たくさんなんですけども大丈夫でしょうか。

それでは、議題に入ります前に事務局より出席者の報告のほうお願いいた

します。

○事務局 本日の出席状況でございますが、本日、１２名のご出席でござい
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ます。

○会長 ありがとうございます。

ただいま事務局より報告がありましたとおり、本日の守口市空家等対策協

議会、条例第５条２項に基づき会議は成立しております。

また、本日の会議の議事録の署名につきましては、小鍛冶委員と田村委員

のほうにお願いをしたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

それでは、次第に沿って議事を進めていきたいと思います。

まず初めに議題１、第２回協議会の意見検討結果及びパブリックコメント

の実施結果について、事務局のほうよりお願いいたします。

○事務局 それでは、第２回協議会でいただきました意見の検討結果を説明

させていただきます。資料２の「第２回協議会の意見検討結果」のほうをご

覧ください。

前回いただいたご意見のうち、内容が似ているものや同じ趣旨のものなど

はまとめさせていただき、ご覧のＮｏ．１～Ｎｏ．５の５つを検討させてい

ただきました。それぞれ内容によりカテゴリとして計画の対象外の空家につ

いてなどに分けさせていただきまして、それぞれのご意見に対する計画案の

修正部分及び本市の考え方を記載しております。説明では主に本市の考え方

を中心に述べさせていただきます。

まず、計画の対象外の空家についてというカテゴリですが、Ｎｏ．１が一

部空家の長屋などを計画の対象としない理由について、Ｎｏ．２が計画の対

象外の空家への対応についてとなっております。Ｎｏ．１から順に説明させ

ていただきます。

Ｎｏ．１について、「一部空家の長屋など一部住戸が居住中である空家」

については、空家法上に規定がされていないため空家法第６条に基づく本計

画の対象とはしません。

Ｎｏ．２では、「そのような計画の対象外の空家」についても、住民から

の相談などに応じ、建築基準法などそのほかの法令に基づき適正管理の指導

などを行うことや、さらにこのような空家の対策について今後の検討課題と

することを記載しております。

Ｎｏ．３については、「空家数の記載について」というところですが、本
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市の空家等実態調査の結果の分析において、空家法に基づく本計画の対象と

なる空家数を計画案に明記し、対象となる空家と対象とならない空家の数が

明確にわかるように記載部分を修正しました。

Ｎｏ．４の「空家等対策の実施について」というところですが、空家等対

策の実施に当たって、庁内に限らず庁外の組織や民間団体との連携を密にし

て対応していくことや、国や大阪府から講じられる支援を活用し、本市が主

体的に対策に取り組むことを明記しました。

Ｎｏ．５の別添４「空家分布図の修正」については、計画案本編の守口市

東部・中部・南部それぞれの空家の分布図のほうに方角を示すように修正を

しました。

以上、第２回協議会でいただいたご意見について、意見の検討結果を説明

させていただきました。

続きまして、「守口市空家等対策計画（案）」のパブリックコメントの実施

結果を報告します。お手元の資料３、「守口市空家等対策計画（案）パブリ

ックコメントの実施結果」をご覧ください。

このたびのパブリックコメントについては、平成３０年１月９日から２月

７日まで実施し、意見提出者２名、意見を整理しまして空家等対策計画に関

する意見を５件いただきました。実施結果の左に記載のナンバーに沿って、

Ｎｏ．１から順に説明させていただきます。

Ｎｏ．１の「本計画の対象とならない空家について」では、本計画の対象

とならない空家についても、空家等に準ずるものとして計画化すべきとのご

意見の要旨でした。この点については、協議会でもご協議いただいたように、

空家法に基づく本計画では対象外とさせていただきますが、住民などからの

相談に対応し、建築基準法など他法令で対応ができる事案については適正管

理などの助言・指導を行っていきます。

Ｎｏ．２の「空家率上昇の原因について」では、人口減少や高齢者人口の

増加が空家率の増加につながるため、調査も含めて対策が必要との要旨でし

た。空家率の上昇については、今後、空家等対策を進めていく上で動向を注

視する必要があり、今後の参考とさせていただくこととします。

Ｎｏ．３の「一部空家の長屋などの対策について」では、これは先ほど述
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べさせていただきましたＮｏ．１のご意見と同じ趣旨であるため、同じ回答

とさせていただきました。

Ｎｏ．４の「空家の発生要因と個別的対応について」では、空家の発生要

因が多様であることから個別的対応が必要との要旨です。このご意見につい

ては、今後空家等対策を包括的に進めていく必要があることから、個別的な

対応については参考意見とさせていただくこととしました。

Ｎｏ．５の「密集市街地の除却補助制度と跡地利用について」では、本市

が現在実施している密集市街地対策の補助制度の拡充等と跡地の利用を求め

る要旨です。このご意見については、密集市街地対策についてのご要望でご

ざいますので、空家等対策についての本計画には反映いたしかねるという形

で回答させていただきました。

以上、「空家等対策計画」（案）についてのパブリックコメントの実施結果

を説明させていただきました。

○会長 ありがとうございます。

以上を踏まえましてお手元にある案は修正をされてるということになりま

す。

先、続きまして、次の議題のほうの説明も受けたいと思います。議題２、

守口市空家等対策計画の作成に関する協議報告（案）についてご説明のほう

お願いいたします。

○事務局 それでは、守口市空家等対策計画の策定に関する協議報告（案）

について説明させていただきます。お手元の資料６「守口市空家等対策計画

の作成に関する協議について（報告）【案】」をご覧ください。

今年度策定予定の守口市空家等対策計画について、本協議会でご協議いた

だいた結果を会長から市長への報告の形で作成しております。このたびの空

家等対策計画については、協議会で構成員の皆様から多くのご意見をいただ

き、十分な議論を経たものであり、内容について異議がないものとして協議

結果を記載しております。

なお、いただいたご意見の中で多かったものや、今後の空家等対策の中で

意識しておくべき点などを留意事項として下記の１から３に記載させていた

だきました。
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まず、１についてですが、空家等対策においては、担当部署だけではなく

庁内や庁外の組織も含めた横断的な対策の必要性があることや、災害などの

危険性から迅速な対応が求められるため、組織横断的に連携を密にし、迅速

に対応することを留意事項として記載しました。

２については、本計画の対象とならない一部空家の長屋などの空家につい

て、必要に応じて条例の制定や効果的な対策を講じるよう検討することを留

意事項として記載しました。この点は多くのご意見をいただいたところであ

り、守口市の空家の現状を注視しながら対応する必要があることから記載し

ました。

３については、国及び大阪府から講じられる措置を効果的に活用すること

が空家等対策に資することから、このような措置について今後、守口市の状

況に応じて活用することができるよう調査研究を促すものとして記載しまし

た。この点も多くのご意見をいただいたことから留意事項とさせていただき

ました。

以上、協議報告（案）について説明させていただきました。

○会長 ありがとうございます。

ただいまの報告（案）につきまして、どういたしましょうか、まず、本日

はどちらかというとこの先ほどご説明のありました報告（案）のほう、こち

らのほうをもって、この協議会というものが別に市長から諮問を受けてるも

のではありませんから答申という形ではないんですけれども、取りまとめを

しましたということを報告させていただきたいと思っております。この特に

３点の留意事項について、やはりこのあたりは協議会でかなり議題として上

がったところでありますし、ただ、残念ながら計画の中にはうまく反映がさ

れていないところかなと思います。なので、こういう形で報告を、別記とい

うかね、しておくのがいいのではないかなと考えておりますけれども、ぜひ

皆様のご意見を聞かせていただきたいと思っております。何かぜひご意見、

もしくはこういうふうにしたほうがいいよというようなご助言等ありました

らお願いしたいんですけれども。

○委員 いいのができましたので、これをいかに、逆にこれを使ってアクシ

ョンプランをどう起こしていくかとか、あるいは、今、結構ね、各市町村も
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いろんなことをされてますよね、ネットでちょっと調べたら、この近辺の大

東市なんかでしたら隣地の買い取りの補助５０万円とかやってますしね、や

っぱり空家を減らすのはどうするという具体的な案がもうどんどん始まって

いってるんですね。あるいは、ふるさと納税で管理を半年受けますいう市も

あるしね、いろいろあるんですよ。

ですから守口市も、市長にこれ報告するんもいいんですけど、やっぱりそ

ういうアイデアをちょっと練って、実際にどうアクションを起こして、いか

に減らしていくんやとか、それをご提案させてもらって、みんなでどんな案

をつくるかですけど、そこが大事かなと。今、これで大体、今の現状の雰囲

気はわかってきたんですけど、それを次の減らす施策ですね、窓口も今、大

阪の住まいの活性化フォーラムとか、あるいは業界団体の無料相談があるん

ですけど、それをもっと活用して、やっぱり守口市としてもね、ちょっとよ

その市に負けてないようなね、あ、おもしろいことやるなというような案を

つくるべきかなというふうに思います。

以上です。

○会長 ありがとうございます。

本当にこの取りまとめによって、まずはスタートラインに立ったという段

階かなと思いますので、これをどうやって具体的に動かしていくのか、もち

ろん他市いろいろ取り組みをされてますから、参考にするのももちろん必要

ですし、やっぱり守口は守口の現状を踏まえたというものを考えていく必要

があるのかなと思います。今後については、ちょっとさらに今まで以上に知

恵を絞らなくてはいけないというか、しっかりと現状を見て進める必要があ

るのかなと思います。

ほか、何かご意見等いかがでしょうか。

今、ちょっとね、今後の話になりますけども、ぜひ今回のこの報告（案）

ですとか、先ほどご説明のありました修正の箇所ですね、何かお気づきの点

がありましたら、この中でもご発言いただいて大丈夫ですが。

○委員 前から問題になってましたアクションプラン、体制、数字の件なん

かが今回非常にちゃんとまとまって、この概要版なんかを見てたんですけど、

非常にわかりやすくなってたので、とりあえずはここから始めさせていただ
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いて、問題があったらまた変えていくみたいなことで、我々としては一旦こ

こで報告をして、その後は問題があったら直すみたいなことでフィードバッ

クしていただきながら進めさせていただければいいかなと思います。

また、先ほども話ありましたけど、アクションプランはやっぱりまたいろ

んなアイデアを、ここにいるメンバーだけじゃなくて、いろんなメンバーお

られると思うんで、そういう人たちから集めて、もしかして非常におもしろ

い案が出てくるかもしれませんし、そんなことも含めてやっていけたらなと

思います。

ただ、今回はここで一旦終わらせていただいてということだと思うんです

けど、それについては意見ございません。

○会長 ありがとうございます。

そうですね、本当にまずはできたけれども、やっぱり動かしていく中でい

ろいろそぐわないところもそのうち出てくるかなと思います。それに対しま

してはね、３ページのほうに動向に合わせて柔軟な見直しが適宜できるとい

うような文言がありますから、必要に応じて変更ということもできる計画か

なと思います。動かしてみる中で、空家対策初めて、どの市町村もそうです

けども取り組んでる中で、やっぱり思わなかったこと、事前にはなかなかそ

こまで想定できなかったことが発生する可能性もあるかと思いますので、そ

ういうときにはもう本当に柔軟な対応ということを、ぜひしていただきたい

なと思います。

概要版のほうも、お手元あるかと思います。先ほどの数字の部分とか少し

修正もされてるかと思います。

大丈夫ですか。いかがでしょう。報告（案）のほうですけども、大きく３

点出しておりますけども、もしほかにも、ここはやっぱり一言市長にぜひと

も伝えておいてほしいというようなことがありましたら、ご意見頂戴したい

と思います。

○委員 かなり私らが意見を述べさせてもらったやつをまとめていただいた

とは思うんです。まず、先ほど言われてますように、まずスタートしないと

いけないのかなと思います。そこから議論しながら改正点、また、その部分

についてフィードバックしていただくとか、今、国のほうも大分動いてるよ
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うな形なんで、土地、空地に関して、空家も入れていこうじゃないかという

ような計画も立てられてますので、その辺の動向を見ながらやっていくのも

必要かなとは思うので、まずこれをスタートさせないと何も始まらないので、

これでいいのかなと思うんですけど。

○会長 ありがとうございます。

所有者不明土地ですね、あれに関してはもう本当にどんどん動いておりま

すし、多分空家の関係も、この計画５年だったと思いますけど、その間いろ

んな社会情勢の変更もあるかと思います、それに関しましては、もう市のほ

うもぜひね、講じられる措置の活用について調査研究に努めるということを

一応要望として出させていただきますし、最新情報を常にキャッチしていた

だいて取り組みをしていただくということは本当に留意をしてお願いしたい

なと思います。ちょっとのことがすごいおくれになる可能性もあるかと思い

ますので、そのあたりご専門の先生方とぜひ連携を密にしていただきたいな

と思います。

○委員 ちょっと述べていいですか。ちょっとね、これ難しいかもしれない

ですけど、固定資産税の状況ですね、実際どのぐらい滞納が起こってるのか

とか、あるいは固定資産税をお支払いされてる方と登記名義人とが同一なん

か異なってんのかね、それが一体、守口市に何人ぐらいあるのかですね。私

ら業界団体で今言うてるのは、相続登記をまず義務化もせなだめだというこ

とと、あとやっぱり固定資産税はパブリックデータ化せなあかんと、やっぱ

りみんなの目にさらしたほうが空家を減らしていけると、工夫もできるとい

うことを言ってますのでね、どのぐらいあるのかなと。

ただ、まちづくり課の方とかいろいろよその市町村でも聞くと、固定資産

税はブラックボックスで全然わからないんですと、一体どんだけ滞納が起こ

ってるかというね、それもおかしなはずでね、役所の収入の一番大きなのが

固定資産税なんで、一体どのぐらいの滞納が起こってるのかと。謄本を上げ

たら納付者と異なってるか異なってないかが全部わかるはずなんですね、そ

れの件数どのぐらいあるのか、恐らくそれが今後の空家の原因になってくる

と思いますので、そこをちょっと予防措置をやっぱり何か考えたほうがええ

のかなと思うんですけど。
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○会長 ありがとうございます。

いかがですか、事務局。

○委員 どうでしょうか。

○会長 ちなみに滞納のその比率というか件数、感触的なものでも何かちょ

っと情報ありますか。

○事務局 うちの課では今のところそこは調べてはないんですけども、課税

関係のほうに聞けば、ある程度は教えていただけるのかなとは思うんですけ

ども。

○事務局 全体の中でこれぐらいですよいうのはわかるかと思いますが、個

別の案件とか、あるいは空家ではこれぐらいいうのはなかなかちょっとしん

どいのかなと。これも担当部局のほうが判断をするということになりますの

で。

○委員 そこが一番問題ですよ。欧米はみんな固定資産税はほとんどパブリ

ックデータですので誰でも調べられます、わかりますし、それがなぜ日本で

はできないのかと。それがいろんな原因になるんですね。これはなかなか今、

職員さんの問題じゃないですけど、過去の風習というか、何でこないなった

んかですけど。

○会長 そうですね。そのあたり大きな仕組みの枠組みの話にもなるかと思

いますけども、日本はすごく土地の所有権は強いですし、土地は財産だとい

う思いは古いはずですけど、それがあるがゆえにいろんなトラブルもあって、

相続のときにうまいこと名義がえが進まないとかもあるのかなと。

河田先生大きくうなずいてらっしゃる、何かお知恵とか情報がありました

ら、どうですか。

○委員 情報という意味では、所有者不明の問題に関しては、今、本当に今

国会で審議されて、来年施行するようにという方向で進んでいる最中ですの

で、それを注視していってということになりますし。固定資産税の話では、

どうでしょう、死者関連、亡くなった方名義で固定資産はそのまま課税する

のかどうかというところの問題はいかがなんでしょうか。きちっと亡くなっ

た方の名義ではやってなくて、相続人、代表者を届けてもらって代表者にや

るなり、きちんとされているのかどうかというのはちょっと気になるところ
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です。

○事務局 済みません、そこのところは今、我々がきちんとされてるかどう

かちょっとわかりませんけど。

ちなみに私、大阪市ですけども、大阪市については相続人が登録してくだ

さいという連絡もありませんし、亡くなった方の名前でもう何十年そのまま

ずっと来てるというパターンですね。

○委員 そういうのをなくしていかんと。

○事務局 すごく難しいですね。

○委員 もう法律では、それは本当はやってはいけないことです。

○事務局 そうですね。

○会長 そうですね。今のところやっぱり登記そのものが任意だという制度

上の課題があるのかなと思います。よその自治体では、死亡届を出したとき

に登記してくださいという紙を渡すように最近はしてるということも聞きま

すけども、それでもやはりお願いをするという形にしかならないというとこ

ろで、なかなか難しいですよね、きっと。多分、でも、変わっていくんじゃ

ないのかなという感触はあるんですけれども、かといって、今から新しい方

は住んでいっても、今、代々ごちゃごちゃとしてる分に関してはそんなにす

ぐに解決するということは難しいかと思いますが、糸口としてはすごく大事

なところではないかなと思います。固定資産税のところから入っていけたら、

本当にいろんな、より一層課題がわかりますし、具体的な手だてというのは

打ちやすいというのは本当によくわかります。

ただ、守口市独自で、じゃあどうにかできるかと言われると、なかなか難

しいところもあるかと思います。ただ、積極的にちょっとどこかに要望、国

であったり府であったりに要望を出していっていただいたり、そういったと

ころに課題を感じてるということについて何か情報発信をしていけることが

あれば、それはそれでまた先ほどの守口独自の新しい取り組みというところ

にもなっていくのじゃないかなと思います。

○委員 固定資産税は市町村税ですからね、できるはずやと思うんですよ、

市でね。登記とかいいますとね、法務局が絡んだり、国の制度ですので簡単

にはできないと思うけど、まず固定資産税からやったら絶対できると思うの
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で、市長にそれを伝えもうたらええと思うんですけど。

○会長 そう。なるほど。文言的に。

○委員 そら先駆的な取り組みになると思いますよ、それをやったら。

○会長 そうですよ。それはもうかなりよそから注目される。

○委員 注目されると思いますよ、日本全国で、それやると。

○会長 ただ、庁内でのかなりの税務担当者からの。

○委員 何ででしょうかね、それはね。

○会長 どうなんですかね。

○委員 別に固定資産税、自分の家の固定資産税知られたら嫌ですかね。私、

別に家の固定資産税幾ら払うてる、払うてへん、払うてへんかったら当然差

し押さえもされるやろうしね、額なんか知られても全然問題ないんですけど

ね。何で個人情報なんかが、そこがようわからんのですけど。逆に隣の家見

たら、えらい高いなとか安いなとか思ったほうがね、比較できていいし、多

分一応ちゃんと計算されてやってるんやから、課税標準とかつくってね、せ

やからそれをチェックする上でもオープンにしたほうが間違いないし、一番

大事な収入なんやからね、何でそこがオープンにできないのか疑問でならな

いんです。

○会長 そうですね。ちょっと私も専門外なので。隣の家と評価額が違うっ

て余り考えことがなかった。違ったら嫌ですね。

○委員 逆に嫌でしょう。隣が安くて私が高いとかいうたら怒りますよね、

逆にね。せやから、逆に知りたいんですよ、本当のこと言うとね。

○会長 でも、知らんほうが幸せってことはないですかね。

○委員 今言う、全然、死んでる、ひいおじいちゃんの名義のままになって

るのに固定資産税取ってるとか、誰が払うてんねやと、贈与違うかとか思う

たりね、いろんなこと思うけど、そんなずさんなことするから何か税収が足

らんとかね、なるん違うかと思っちゃうんですね。

○会長 そうですね。誰が払ってくれても別に税金は構わないというスタン

スだということで聞いたことがあります。

○委員 ほかの人が払ったらおかしいですよね、贈与税でやられるんじゃな

いんですか、普通は。



- 14 -

○会長 どうでしょう。ただ、固定資産税の滞納。

○委員 それを、何でそういうのをほったらかしにするんかなと。やっぱり

ちょっとその辺をね、何か議員さんなんかでももっと調べてやってもらった

ら、私らちょっと一般人やからそんなんできないと思うんですけど、ちょっ

とそれがいつもおかしいなと思うんです。

○会長 多分昔、浜松だったと思うんですけども、浜松が固定資産税の徴収

が低いと、たしか、でも、それでも８９％とか９割を切ってると、日本の中

では割と高いんですね、固定資産税の徴収が。

○委員 市町村によってね、高いとこと安いとこがあるんですよ。

○会長 そうなんですね。

○委員 安いとこやったら、何かそっちに行きたいなというのは思うかもし

れんね、安くしてくれるんだって。

○会長 安いというか、徴収の比率ですね。でも、かなり厳しく固定資産税

の滞納に関しては徴収がかかると、滞納してしまって何らかのデッドライン

を過ぎるとやっぱり差し押さえということになっていきますので、滞納して

らっしゃるというのはそんなにたくさんはないのかなと思うんですけども。

ただ、そういったものが空家になっていく、空地になってるという多分現

状との関係性は、ちょっと以前別の研究チームでやって感触が得られてるも

のがあるので、そこの糸口になる可能性は非常に高いというのは本当に感じ

ております。何かちょっと議員のほうにという、とばっちりが若干来ており

ますが、ほか何かコメントいただける委員の方いらっしゃいましたら、ぜひ

お願いしたいと思いますが。

○委員 やっぱりね、先ほどもおっしゃってましたように、やはり市民の

方々に周知徹底、例えば相続が発生した場合は相続登記してくださいとか、

また、空家が発生した場合、家主さんやったら、これどうしたらいいのかな

と悩んではるとこも多々あると思いますわ。その辺も踏まえて、やはり市広

報あるいはホームページ等で、こういう場合はこういう課に相談してくださ

いとか、ちょっと優しいいうか丁寧にお知らせするいう方策もね、ちょっと

探っていただければありがたいなと思いますね。だから、その辺も踏まえて

ね、この市長に対する要望の中にもそういうことを入れてもらえればええん
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じゃないかなと思って今、発言させてもらったんですけどね。

やはり一番は市民に対しての周知だと思います。できれば空家をなくすよ

うに相続登記きちんとしてくださいということもね、つけ加えて発信すべき

ではないかと思うんですが。ちょっと今それで発言させていただきました。

○会長 ありがとうございます。

そうですね、一元的な窓口、たしか対応の中でも挙げさせていただいてた

かなと思いますが。そうですね、今後の計画の中で取り組むべき施策の中で

普及啓発ですね、やはりこの辺はしていかなくてはいけないところかなと思

います。このあたりもね、具体的にどうやって進めていくのかというところ

が今後の課題かなと思いますので、ぜひそういったところで窓口の設置であ

ったりとか相談対応のところですね、そういう意味でも、報告（案）の１つ

目、そういった相談に対応できるような体制づくりということはこちらから

もやはりしっかりと要望を上げていきたいと思います。

そのあたり、こんな形で窓口であったり相談できる形があったらいいのに

なと思われるようなことがありましたらぜひ、今後の対策になるかと思いま

すけれども、何かぜひ。

○委員 市民の皆さんにこの決まったことを周知徹底していただけたらと思

います。

○会長 その方法としては、紙媒体がいいですとか、何かウエブのツールも

もっと使ったほうがいいよとか。

○委員 そうですね、やっぱり守口市広報とかホームページも、今、インタ

ーネットを若い方も見られるし、あと、年配の方は広報をやっぱり読み込ん

でおられると思うので、それで小さくじゃなくてやっぱり大きく取り上げて

ほしい、１ページとか最初のページに、どこか巻頭にとか、そういうのを希

望します。

○会長 ありがとうございます。

そうですよね、小さく書かれて、いや、あそこにあったよねって言われて

しまうとちょっと、そうですね。ぜひ一度、私たちもせっかく頑張ってつく

った計画ですし、こういうものができたよということも踏まえて広く市民の

方に知っていただけるような広報ですかね、そういうものもお願いできたら、
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できたらそれこそ本当ですね、できましたということをしっかりと知ってい

ただけるような形というものをお願いしたいなと思います。

○委員 その発信をね、早くいうときに、毎月１回広報出ますね、そのとき

にそれを課題とした１冊にしていただくとかして、空家対策情報いうのをね。

○事務局 広報紙の分を１冊丸々ということですか。

○委員 そうそう。こういうあれがちゃんとということで。

○事務局 それはもう広報紙というよりか、空家対策の１つとして、我々の

課で予算要求なんかをして、必要であればそういった冊子をつくってお配り

するとかいう方法も来年度以降、考えていければなと。

○委員 考えていただいてるんですか。

○事務局 はい。

○委員 広報自体いうのは、お年寄りは見えないので、今。

○会長 そうですね。確かに広報ね、京都市なんかは漫画チックに、「あし

たのジョー」ですよね、作家さんの漫画を使ってやってますし、何か確かに

広報紙じゃなく、小さくても１冊別冊みたいな形で保存版的に置いておける

ような形であったりとか、いろんな取り組みがよそもありますのでね。

○委員 興味を持っていただくという形でね。

○会長 そうですね。確かに広報紙はぱらぱら、ぽいってなっちゃうかもし

れませんけど、ちょっと、あ、違うんだなという感触。

○委員 保存版でね、よう。

○会長 そうですね。それにちょっと窓口とか問い合わせ先などが載ってい

ると、こういったセミナーとかの施策のほう、普及啓発のところの１つの形

か、パンフレットの作成って、そうですね、１８ページの施策の中に挙げて

おりますので、またこのあたりはしっかりと検討していただきたいと思いま

す。

○委員 よろしいですか。今回初めて空家対策ということですから、守口市

の条例なんかも含めてまだまだたくさんあると思うんです。市長にはぜひ素

早く不備な点は提案してもらって、条例を、ここに書いてありますけど、制

定をしていってほしいなって考えます。

○会長 そうですよね。今回の課題、大きく上がってた形としては長屋の対
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策ということだと思いますけど、これはちょっと条例を抜きにはなかなか対

応は難しいのかなと思います。

そうすると、こちらの報告（案）の２番目に書かせていただいてますけど

も、やっぱり条例というものを検討いただかないことには、先ほどから挙が

ってる守口市独自のという動きはなかなかしづらいのではないかなと思いま

す。そうしたときには、やはり、ぜひとも取り組んでいただきたい、これは

事務局に向けてちょっとね、協議会からもぜひともお願いをしたい点ではあ

ります。

また、これにつきましては、もちろん事務局もそうでしょうけども、多分

議員の方々であったりとか市民の方々にはいろんなご協力をいただかないと

いけない点かなと思いますので、ぜひとも機会がありましたらいろんなとこ

ろで声を挙げていただくとか要望をしていただきたいなと思っております。

よそも結構もうやっぱりこれを計画と同時に条例の策定であったりとか条例

化というのは動いてるところが多いのではないかと思いますし、法だけでや

っていくというのはなかなか限界があるというのは見えてきているので、そ

のあたりはぜひ積極的にお願いしたいと思います。

○委員 ちょっとだけ言っていいですか、事務局に。済みません、パブリッ

クコメントですけど、５ですね、要は、密集市街地の対策の要望で、本計画

には反映いたしかねますということで、この言葉自体には別に何かというわ

けではないんですが、報告（案）にあるとおり、１に、もう庁内・庁外の連

携を密にしということを、こういうふうにやってくださいということでうた

うわけですし、もうここの部署だからここに入りませんということを、意見

を出したにもかかわらず言われてしまうと、やっぱり市民としたら無意味だ

ろうなと思うので、一言、連携を図って、これからはみたいなことを、もう

終わってる回答なんで今回は仕方がないんですが、これからはやっていって

いただいて、現実に連携なども考えていただくということをやっていただけ

ればと思います。

○事務局 ちょっと言葉足らずで申しわけなかったんですけども、この密集

市街地担当のほうにはこういった要望があるということはちゃんと伝えはさ

せてもらっておりますので、その辺をうまく言葉に書いてあらわすことがで
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きなかったのはちょっと僕らの反省点があるんですけども、その辺は今後気

をつけてやらせてもらおうと思っております。

○会長 ありがとうございます。ちょっときつい印象を受けるかもしれない

ですね。

ほか、ご意見等いかがでしょうか。

計画（案）につきましては、では、このように取りまとめをしていただき

まして、これで今回の案をもちまして協議会として最終の案とさせていただ

いてよろしいでしょうか。ありがとうございます。

報告（案）のほうですけれども、今のところこの３つの項目を要望として

ご報告させていただいて、この案と一緒に市長のほうへと報告と考えており

ます。内容につきましては、一応この３つ上げております。先ほど委員のほ

うからありました固定資産税についてもぜひということは、言葉として入れ

るのか、お渡しするときにちょっと口頭でつけ加える形になるのか、そのあ

たりは協議をしたいと思いますけども。固定資産税だけを取り上げてここに

明記をするというのも、私としてはちょっとどうかなという気もしておりま

す。講じられる措置の活用の中でちょっとそのあたり。この調査研究という

のは、私もこれいただいたときに、うんって、何するんだろうというのがわ

かりにくいなということでお伝えさせていただいたんですけども、いろんな

ところから情報を集めつつしていくという姿勢を求めたいということでこう

いうふうに書かせていただいております。

文言等よろしいですか。これは一応私がもちろん代表してお渡しをさせて

いただきますが、もうこの会として報告をさせていただくものになりますの

で、皆様、これはぜひとか、ここの言い方はちょっと気に入らんとかがあり

ましたら。

そうしましたら、後は私のほうで責任を持ってちょっと字の確認も最後き

っちりとして、まとめさせていただきたいと思います。

今日の議題といたしましてはあと少しありますが、大きな本日のテーマと

してはこの２点でありました。

その他のほうに移ってもよろしいですか。その他、じゃあ今後のスケジュ

ールについてということで、事務局のほうからお願いできますか。
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○事務局 今後のスケジュールにつきましては、協議報告を本日、３月１日

付で作成させていただきまして、３月中に計画策定を予定してます。なお、

会長から市長への協議報告のお渡しについては、３月３０日金曜日、守口市

役所にて行う予定で調整させていただいております。

以上、よろしくお願いします。

○会長 ありがとうございます。

○委員 ちょっと質問があるんですけど、この「守口市空家等対策計画

（案）」で（案）が取れる形になるのは、手続的にはまずどういうことをさ

れるのかということと、それがいつぐらいになるのかということですね。

○事務局 今日付で協議会でご報告をいただいて、それを踏まえて我々で最

終案、ちょっと策定の起案というのを上げさせていただいて市長まで決裁を

いただきます。決裁をいただきましたら、その時点で「案」が取れると、策

定という形で、今年度中に策定をする予定でいております。

○委員 わかりました。その後、我々はどうなりますか。

○事務局 来年度ですね、任期のほうは皆さん方ございますので、この計画

については一定これで策定終わりですけれども、やっていく中でいろいろ皆

さん方のご協議が必要になることであったりとか、法律が変わって修正をし

ないといけないとかいうことが出てきましたら、そのときにまた協議会のほ

うの開催をしていただくという形になろうかと思います。

○委員 わかりました。

○会長 ありがとうございます。

そのあたりすごく大事なことですよね。この会は一体どうなってしまうの

か。

○委員 それとね、今回この計画（案）ができましたけど、特措法ではこう

いう計画（案）をつくりなさいと、その後、特定空家を決めていきなさい、

危険空家は行政代執行をしてもいいですよという話になってるんですね。今、

特定空家の認定は多分、全国で二、三千件もう出てると思うんですよ、たし

か出てたと思うんです、何かで見たことあるんですけどね。実際、行政代執

行も一桁やったと思うんですけどもう行われてるんですよね、日本全国で。

○委員 先週、神戸市か何かで行われたらしいです。
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○委員 やってるよね。せやから、守口市は今、特定空家に該当しそうなや

つとかあるんですか、来てるんですか。これもし出てきたときにどうするん

やと。ほんまにないんかなと、それもね、ちょっと私らも信じられないんで

すけど。ちょっと町ウオッチングしてないからわからないんですけど、それ

がどうなってるのかなと。実際これ、計画をつくったら、計画が始まったら、

実際そういう作業をこれから毎年繰り返さなあかんはずなんです。そんなこ

とが、これ、つくったら終わりになったんじゃぐあい悪いと思うので、そこ

をどうするんかなという気がちょっとするんですけど。

○事務局 今のところ、まず、特定空家に関しまして、一度市民の方から要

望というかクレーム等があれば、現地調査に僕らは確実に１００％見に行か

せてはもらってます。その中で、実際これはちょっとほんまに倒壊危機があ

るといったほどまでの建物はなかったです。ただ、やはり部分的にちょっと

ここは危ないとか、そういったものはあったんですけども、代執行せないか

んとかというぐらいのレベルのにはまだ直面しておりません。

ただ、今後そういったものが必要になってくるケースもあるかなと思うん

ですけども、前から何度か説明させていただいてるみたいに、全員を一度集

めて特定空家を決めるべきなのか、何人か抜粋して決めるべきなのか、もし

くは事務局の我々だけで決めさせてもらって、例えば会長のほうに確認する

とか、その方法まではまだ決め切れてないという現状ですので、そのあたり

一旦僕らの方向性を決めさせてもらった後で、来年度、いざどうするかとい

うところも含めて相談させていただくというイメージにしておりますので、

またそのあたりは協力していただきたいと思っております。

○会長 特定空家の候補がないというのはすごいですね。やっぱりどこも計

画策定のときに、大体２０件行かないですけど、候補はそれぐらいあって、

さあ、来年からどうしようかという形ですけど、そういう意味ではかなり守

口は状態はいいといいますか。

○事務局 １つが、やはり一部空家の長屋というのが同じように外れている

というのもあると思います。あと、どこをもって危険かという中で、我々は

基本的には構造部分、はりであったり柱とかが崩れてなければ一定ぐちゃぐ

ちゃと潰れることはないだろうというふうな部分を見ておりますので、ちょ
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っと主観的な部分はあるんかもしれないですけども、一定のところではまだ

大丈夫かなと。ただ、今後出てくる可能性があるというのは見てて、やはり

最近雨とか台風とか多いですので、そのあたり朽ちていく可能性があるので、

そのあたりは、ここの調査の中にもＣクラスとかというのが四十何件あった

と思うので、特にこのあたりは注視していきたいと。逆に言えば、その四十

何件が特定空家候補と言いかえることはできるかもしれないんですけれども、

特にこのあたりを注視して、今後、来年以降見ていこうとは思っております。

○会長 ありがとうございます。

そうですね、１０ページのほうに、総合判定でＣというのが４４件と挙が

っていて、もう一段Ｄというふうに分ける形だったらもう少し減るのかもし

れませんけれども、候補としては、ただ、そんなに状態は緊急を要するもの

ではなさそうだという感触かなと思います。

協議会での判定ということ、特定空家の話になりましたけれども、一番多

いのはやはり初年度、その次２年目あたりまでが、今まで取り残されてたも

のが一気に上がってくるから割と協議会としても忙しくて、それ以降は、少

なくとも特定空家にどちらかというとさせないための計画でもありますので、

そんなに多くないのではないかというような見立てを結構よそとかでもして

いるので、１年目、２年目あたりに出てくるのであれば、ある程度の一定の

数が出てくるかなというふうに見込めるかなと思います。

それの、特定空家のかかわり方ですね、確かにそのあたりが今回の計画で

はペンディングの状態になってるところではあります。「案」の２３ページ

ですが、フローのところにもありますが、特定空家に該当するか否かの判断

に関しましては、必要に応じて関係機関などの意見を聞き判断するというよ

うな文言に今のところとどまってる状態ですので、協議会でどうするのか、

果たして協議会がかかわるのかどうかということについても保留の状態にな

っております。これも次年度以降、皆様に恐らく諮って、どうしていくのか

ということを決めていかなくてはいけないところではないかと思います。

イメージとしましては、結構よそで多いのは、この協議会から部会という

形で関係しそうな方々、場合において不動産関係の方、法律関係の方、建築

関係の方みたいな形でケース・バイ・ケースでちょっと来ていただいて、ま
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ずそこで案をつくっていただいて協議会に諮るというような形が多いかなと

思います。なので、部会はそれなりに数はするんです。協議会としては年に

数回報告を節目節目で受けていくというような形になるのではないかなと、

よそはそんな形で進んでおります。ちょっと守口がどうするかはこれからで

すけれども。

特定空家に関してはスピーディーに動かなきゃいけない場合もあるかと思

いますので、全て協議会に諮るということが可能かどうかと、そのあたりも

ね、それがいいのかというところもありますので、もしかしたら協議会には

事後的な報告にとどまるという可能性もあるかなというふうに考えておりま

す。またそのあたりも、次年度以降動き出した中で、ぜひ皆様のお気づきの

中で、これではあかんとか、もっとこういうふうにしたほうがいいよという

ところはぜひ意見を出して決めていけたらなと思っております。

次年度の協議会は、大体１回目はいつごろとかいうようなイメージはお持

ちですか。

○事務局 まだ時期についてまではちょっと今のところ未定でございます。

○会長 わかりました。何か動きがあれば、ちょっと皆様には招集がかかる

というか日程調整がかかるのかなというふうに思います。またぜひね、よそ

の状況も、先ほど近藤委員からもありましたけど、せっかくですし、近隣市

の状況とかもぜひ見ていただいて、よそはこんなことをやってる、守口もっ

とこういうことをしようよということを、せっかくですし、私たちも任期の

あるうちに何かいいアイデア、いいメニューというものをつくっていけたら

なと思いますので、次の協議会のときには、ぜひこんなのをやろうよという

ような案をぜひ、私もですけども頂戴できたらいいかなと思います。

ほか何か、トータルでも結構ですし、今後のことについてでも結構ですけ

ど、何かご意見等いかがでしょうか。

○委員 １つだけ。さっきの１個目のところのあれにも絡むんですけど、も

う本当にどうしようもなくて、流通にもなかなか乗せられないものに関して

は公で引き取ってほしいという要望が必ず出てくると思うんです。それにつ

いて、どのように考えておくのかというのは一度見とかれたほうがいいと思

いますので、次年度も続くのであれば、引き続き検討課題としてやっていた
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だければとは思います。

○会長 そういうのはいかがですか。要するに寄附とかの申し出があった場

合、何か今、そういうのを受ける仕組みであったりですとか。

○事務局 今は何も仕組みはできてないですね。

○事務局 現状として受けるシステムというか体制が整っておらないんです

けども、僕らは一定、空家バンクさえつくれれば、寄附を受けるというより

かは、誰かもらってくれる方いませんかというような感じで不動産のほうに

持っていくことができれば可能なのかなと。このあたりをちょっと今後、委

員との話の中でも聞かせてもらって、部長からもそれを言われたんですけど、

バンクみたいな形にしてしまえば、市が直接入るというよりかは、もう民間

のほうの業者にお任せして紹介だけするというような形のほうが、やはり寄

附となるとなかなか難しいところもありますので、そういった感じでバンク

を進めていけたらいいのかなというふうなイメージはしております。

○委員 そちらはそちらでなんですけど、なぜパブリックコメントが起こっ

ていったのかというと、防災空地などに使ったらどうかというふうなことで

案を出されているので、流通に乗るやつに関しては当然空家バンクなんです

けど、乗らないやつに関してはそういったものも考えていったらいいかなと

は思います。

○会長 きっと全てが全て市場価値のあるものか、守口は、でも、比較的立

地は有利なところなのでそうでもないかもしれないですけど、それでもどう

しても売買成立しない物件について、最終的にどうするのかというところは

いずれ必要な議論になってくるかなと思います。国のほうもそういったこと

を、多分行政のほうで受け入れることは考えなさいというような提案は来る

かなと思いますので、ないことがいいのかもしれませんけれども、少し仕組

みとしては考えておいていただくことも必要かなと思います。

○委員 地方なんかはね、結構市が寄附して受け取って、それを回収して移

住先にね、地方移住なんかみんなそれをやられてますよね、ほんならやっぱ

り住民もふえますしね、だから本来、意外に、売り買いもいいんですけど、

やっぱり行政やったら寄附していいとか、そういう人って結構いてるんです、

もっと値打ちあるやつでも、もう寄附しますわいうね、せやから寄附でも受
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け取ってもらったら絶対得すると思うんですけどね。お金出したら無理やろ

うけど。当然、道の拡幅にも使えるかもしれないし、また、代替地の移転先

にも使えるかもしれないので、受け取られたらええと思うんですよね、いつ

も。みんな行政そんなん受け取ったら管理が大変とか何とか言わはるんです

けど、やっぱり市のためやとか府のためや国のためやったら渡すいう人、結

構いてはると思うんですよね、管理が大変やから。

せやから、それは本当つくってほしいですね。空家バンクもさることなが

ら引き取りシステムをつくってもらえたら。場合によったら、市税が足らん

ときはそれを売ってお金にしてもいいん違いますか。

○会長 そうなんですよね。本当そう思うんですよ。

○委員 売れると思うけどね、私、絶対売れると思うけど。昔なんか不良債

権いっぱいできたとき、国が不良債権の買い取り機構ってつくったんですよ。

だから、別に今、ただでもらう、市やったら寄附、誰かしてくれませんか言

うたら、する人おると思いますよ、空家に関しては特に。ましてや息子さん

が市外におった人なんかやったら管理大変やからね、もう市に引き取ってく

ださいいうて絶対言う人いてると思いますけどね、固定資産税払わんでええ

からと。逆に５年分の固定資産税を先払うから引き取ってくれという人も多

いんですよ。今、田舎へ行ったらそれが多いんですね。ただでも引き取れへ

んとこが多いからね、５年分ぐらいの固定資産税つけたら引き取りますいう

人ね、結構多いんやから、それしたらええと思うんですけどね。

○会長 本当ですよね。兵庫の他市で実は寄附の受け入れをやって、それを

一応転売するということも持ち主さんの許可を得てやるんですね。

○委員 転売したらええと思うけどね。

○会長 そうなんです。私もそれはなかなかおもしろいなと思って。やっぱ

り寄附を受けた者が、行政が果たして売っていいのかというところでちょっ

と心情的なものであったり、寄附をした方も、売られてしまうということに

対してちょっとというのがあるんじゃないのかって言ってたんですけれども、

一応ちゃんとそういう要項を設けても寄附の申し込みはあって、なかなか立

派なおうちの寄附が実際あったんですね。それに関しては、そこの町内会で

の活用であったりとか公共的な活用ということで今のところ進んでるんです
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けれども。

１件、資産価値があるのではないか、これは十分売れるんじゃないかとい

うものに関しても寄附の申し込みがあったときに、市のほうから、いや、こ

れは売れる可能性があるから空家バンクに登録されたらどうですかというこ

とで、寄附は受けずに空家バンクのほうの登録を促したということもやって

ますので、来たもの全て受けるというか、来たものに関して、こういう形あ

りますよ、こうしたらどうですかというようなアドバイスができるチャンス

にもなるかと思いますし、寄附を断るということも一応できる規則にしたん

ですよ、活用が見込めなかったりですとか、そういうものは断れないとつら

いですよね、市も。

○委員 神戸市なんか昔ね、不動産株式会社やってはりましたよね。

○会長 そうですね。神戸市株式会社。

○委員 守口市も受けてやったら損は絶対ない、ただでもろうてたら絶対大

丈夫やと思いますけどね。

○会長 その辺でも活用する、神戸市は非常にユニークな取り組みを。なか

なかしっかり稼いでらっしゃいましたから。

○委員 神戸はやり過ぎて大変だったかもしれない。でも、最初はえらいも

うけてましたよね、神戸市は。

○会長 そう。神戸市株式会社って言われてましたよね。

○委員 不動産株式会社をやってましたから。

○会長 そうですね。うまい仕組みをつくれば寄附ということも決してしん

どい面ばかりではないかなと思います。ただ、確かに何でもかんでもになっ

てしまったときに、最終的に市に投げてしまえみたいな形になってしまうの

はやはり怖いところかなとは思いますので、そのあたり難しいですね、線引

きというものは確かに必要かなと思いますが、１つのツールとしては有効な

ものじゃないかなと思います。引き取り機構の話も、私もどこかで取り組み

をすべきだということを。

○委員 都道府県で今、大阪府もやってますね、引き取り機構、それはええ

かもしれんなと。

○会長 そうですよね。
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○委員 ただでやったら引き取ったらええやないかとね、誰でも思うんです

けどね、何で引き取らへんのか、行政がね。もうけたらええやん。一切寄附

して、文句言いませんいうことで念書だけとっといたら、うまいこと売却し

たり、道に変えたり公園に変えたりしたらいいと思うんですけどね。

○会長 そうですね。そのあたりもぜひ引き続いて情報収集と前向きな検討

を。

○委員 その辺含めてね、今さら済みませんけど、３番のね、「国及び大阪

府などから講じられる措置の活用について調査研究に努めること」、何かち

ょっと言葉として変やなとずっとさっきからひっかかってたんですけど、例

えばですよ、「国及び大阪府その他の公共団体等が講じる措置等について情

報収集と調査研究に努めること」ぐらい、最終的にはもう会長にお任せしま

すけど、ここに今おっしゃられたようなね、ちゃんと情報収集と調査研究し

てねというのを入れといたらどうですか。この３番目、何かもう一つ言葉が

ね、何か読んでて変やなってずっと思っててね、今、皆さんいろいろご意見

言われてるので、その辺をここに集約して入れといたらどうかなみたいな。

ほかの措置をちゃんと情報収集と調査研究に努めてくださいねと。

○委員 今、グーグルで検索したらすぐ出てきますよ、いっぱい。

○会長 そうですよね。

○委員 ユニークな空家対策やってもばっと出てくるしね。

○委員 最終的な文言はお任せしますけど。

○会長 いえ。でも、私もちょっとここの日本語がね、何かすっきりしない。

○委員 何か気持ち悪いでしょう。

○会長 「られる」は何かどっちのあれなのかなと思って。

○委員 そうなんですよ。守口市からしたら「られる」なのかもしらんけど、

我々からしたら「講じる」で。

○会長 そうですね。主語がちょっとはっきりしなかったんですよね。

○委員 ちゃんと勉強、情報収集と調査研究してやみたいなね。

○会長 そうですね。今の委員からのご提案、ちょっと口頭になりますけれ

ども、「国及び府その他の公共団体が講じる措置の活用に」。

○委員 いや、「講じる措置等について」みたいなことで、「情報収集と」。
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○会長 「調査研究に努める」。

○委員 活用は別にまた違う話になってくるので、とりあえず情報収集をち

ゃんとして、また生かしていきましょうよいうぐらいの話で、さっきいろい

ろ言われた、空家バンクもそうですし、買い取りの件も。

○会長 引き取りもそうですね。

○委員 兵庫県ではこんなことやっとるみたいなことも含めて、どうですか

ね。あかん。

○事務局 いやいや、もう協議会の中で意見。

○委員 そうですか。

○会長 ありがとうございます。

○委員 何かね、そしたらすっきりしませんか。

○会長 そうですね、はい。今ので主語としては国、大阪府その他公共団体

などが講じる措置ということで、それについての情報収集と調査研究に努め

ることを要望すると。ありがとうございます。ちょっとその今ご提案いただ

きました形でちょっと修正をさせていただきたいと思います。よろしいでし

ょうか、皆様は。

○委員 はい。

○会長 ありがとうございます。

ほか、何かお気づきの点とか。

そうしましたら、今後につきましても、この「案」が取れるのはあくまで

市長に受け取っていただいてからということですか。

○事務局 決裁が終わった時点と考えてます。協議報告につきまして、今の

修正の分を含めまして今日付で我々いただくということで、それをもとに最

終的に市長まで決裁上げさせていただいて、決裁いただいたときに「案」が

取れるということで考えております。

○会長 そういたしますと、済みません、この報告（案）を出すときは、あ

くまで「守口市空家等対策計画（案）」について報告しますという形になる

んですか。

○事務局 そういうことですね。

○会長 そうですね。わかりました。でも、もう来月ですね、４月１日から
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これを進めていかれるということになるかと思います。

ほか、ご意見等よろしいでしょうか。もし１年間やってまいりまして、何

かやってる中でお気づきの、もう本当にこれは関係ない、全くの本当に感想

になるかもしれませんけれども、いろいろ今もご意見頂戴しましたけれども、

次年度にぜひこれは覚書というか、引き続き検討していきたいとか何かお考

え等ございましたら、もうざっくばらんなご意見も頂戴したいと思いますが、

いかがでしょうか。

○委員 いいですか。やっぱり利活用の具体案をいろいろ議論したらおもし

ろいなと思うんですよ。今回の国会でも今、議論されてる建築基準法の改正

で、今、１００㎡の用途変更が多分２００㎡の福祉施設とかになるという話

が、もうこれ、現実問題条例で京都市とかいろんなところで決められてるん

ですけど、あれ２００㎡にしたらかなり古民家とか古い家の再生をしやすい

んですね、建築基準の不備をついてるとこを直そうとしてるので。せやから、

なればいいんですけど、やっぱり守口市としても、守口市は建築主事おられ

るんでしたよね。

○事務局 います。

○委員 せやからやっぱり守口市としていろんなことが、古い空家とか古家

なんかでもすごく介護施設に変えていくとかいろんなことに変更しやすいよ

うにしてもらったらやっぱり地元の業者はみんな喜ぶんですよ。いろんな問

題あると思うんですよ、消防法の問題もあると思いますけど、それをできる

だけ簡素化できるようにしていただいたら非常にやりやすいのかなと。用途

変更１００㎡で建築基準を出し直せなんかいうのはとんでもない法律で、あ

んなことできっこないんですね、家全部潰さなあかんようになってしまうん

ですね、それをやったら非常に持ってる人の負担も減るし、不動産の価値も

上がるんですね。それなんかを介護施設以外の用途でも２００㎡ぐらいにし

といてもらったら、大概の家用途変更、人口住んでて、家を家に変えても意

味あらへんのですね、家を店舗にするとか、ほかの施設にするとか、ゲスト

ハウスにするとか、それができるようにやっぱり施策を打たなあかんと思う

んですね。市でできることって結構あるらしいですよ、聞いてたら、市とか、

そこをちょっとね、そんな議論し出したら何ぼでも切りないですけど。
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○会長 でも、楽しいですね、前向きな話ですし。

○委員 そうなんですよ。前向きでね、何か特定にして固定資産税いうたら

ちょっとかわいそうやしね、そんなん余りしたくないけど、やっぱりこうし

たらもっと得するし、やりましょうというやつのほうがね、絶対町も活性化

しますし、まちづくりにもなりますし。

あと、都市計画を検討してほしいんですよ。コンパクトシティーとかいっ

ぱいいろんなん世の中わっと出てますけど、コンパクトシティーいうことは

結局線引きを将来されるんです、間違いなくね。ここは住む地域や、住まな

い地域やと、ちょっともう郊外のとこやったらもう畑に戻せとか山に戻せっ

てなるとこもいっぱい出てくるので、非常にこれは厳しいんですけど、そう

せんことにはなかなかこれからね、人口が減っていったら、全て行政サービ

スするというのは不可能になってくるので、守口市の都市計画を本当にどう

考えていくのかと。コンパクトシティーと言うんやったら、駅とか役所の周

辺とかその辺をいかにゾーニングしていくかですね、居住とか商業とか工場

とか、日本の建築基準法は物すごい混在できるような変な建築基準法なので、

それを欧米並みにゾーニングをきっちりして、町並み景観をきれいにして、

価値を上げるのにどうしていくんかとかね、そしたら空家みたいなんなくな

るんですよね。

そういうことをちょっと本当は議論、これは建築指導課とか、それをやら

ないい町にならないと思う。特に守口市は今、関空バスが来て、アゴーラも

今、台湾系のホテルになって、観光客、インバウンドがいっぱい来るんです

よ。せやから、その辺を踏まえたまちづくりをどうするかと、そしたら空家

みたいなん一気になくなると思うんですけど。そこの都市計画の対策だけじ

ゃなくて、町を生まれ変わらせる、利活用しやすいいい町にするにはどうす

るのかという議論が大事やと思うんですよね。

○会長 おっしゃるとおり、本当に空家問題って空家だけやってるとちょっ

とマイナスなイメージの計画に見えますけども、実は本当に空家対策掛ける

何かということでやっていかないとだめで、空家対策と例えば福祉を掛ける、

そうすると、じゃあこの空家は子育てサロンにしようとか、先ほどおっしゃ

ったね、空家と例えば観光とかを掛けるとさまざまね、また民泊の施設であ
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ったりとか、いろんな可能性のあるもんだと思うんですね。なので、ぜひ、

空家対策だから何かちょっとネガティブな感じに捉えがちな気がするんです

けども、そうではなくて。

○委員 商店街もね、死んでるんですよ、いっぱいね。それをやっぱりちょ

っといろいろエッセンスをちりばめて、そこをどんな商店街に変えるかによ

って一気に変わると思うんですね。

○会長 カフェにできたりもしますし。

○委員 カフェにしやすいようにしてあげるとか、そこに来たら固定資産税

も安いし、商売人は物すごいやりやすいとかね、そんなことを考えてあげた

ら、みんな若い子を来させて、今、子育てでえらい若い人が来るように守口

もなってるみたいですけど、やっぱりもっともっと商店街をどう活性化させ

るかというね、商店街もいっぱいあいてますからね。

○会長 そうですね、空店舗も。

○委員 もうちょっと何かね、いいことでけへんか。インバウンドせっかく

こんだけ来てるんやから、もう少しちょっと観光課でもつくって、観光課っ

てあるんですかね。

○事務局 ないんですよね。

○会長 ないんですか。

○委員 やっぱり観光・商工課のほうがええように思いますけどね。

○会長 そうですね。産業振興課もですかね。

○委員 ちょっと文禄堤ももっといい格好にしてしまうか、できるかどうか

わからへんけど、やっぱり何かね、歴史をもう一回掘り起こしていろいろや

るとか、そんな都市計画を議論せな、それしたら空家が一気に減ると思いま

すよね。守口も歴史あるんですよ、いっぱい。

○会長 そうです。本当にそうですよね。大きなビジョンの中でどうしてい

くのかということもやはり考えていく必要もあるでしょうし、私は本当に空

家は掛け算で考えていけば、利活用はどうしても限界はあるとは思うんです

けれども、よりよいやり方というものは見えてくると思うんですね。なので、

空家をどうにかせなあかんと思うと、すごく総量的な問題もあって大変って

なるんですけども、もう少しいろんな側面から見ると、この空家はこう使お



- 31 -

う、この空家はこう使おうという非常に楽しい議論もできるものだと思うの

で、ぜひそういう楽しいツールというかね、せっかくのストックとして活用

ができるように、本当そうしたいですよね。もう本当にそう思います、全国

的に。

○委員 町おこしをそれでやらなあかんと思うんですよね。空家って物すご

くいいネタですやん。

○会長 本当そうです。

○委員 変えられるチャンスなので。

○会長 本当に。問題、課題、問題というのは本当に１つチャンスでもあり

ますので、ぜひ今、市のほうには本気で取り組みをしていただきたいし、大

変だとは思うんですけれども、楽しいものになる可能性があると思ってやっ

ていただきたいなというふうに、しんどいな、大変やなって余り感じていた

だかないようにするにはどうしたらいいのかということもね、また次年度以

降、私たちも一緒に考えていけたらなと思っております。

ほか、何かこれだけは、済みません、もういろんな話が出ましたけれども、

ないでしょうか。よろしいでしょうか。

そうしましたら、今日の議題はこれで終了しておりますので、本日の協議

会はこれで終了させていただきたいと思います。

あとは事務局に一旦お返しをしてもよろしいでしょうか。特に事務局さん

は。

○事務局 スケジュールについては、先ほど説明させていただいたとおり今

日付で報告していただいて、３月３０日、市長への協議報告のお渡しをして

いただくような形で予定しておりますので、よろしくお願いします。

○会長 ありがとうございます。

そうしましたら、本日の協議会、これをもちまして終了させていただきた

いと思います。無事に計画の案がまとまりましたこと、本当に皆様、ご協力

ありがとうございました。市長のほうには私と副会長とでお渡しをして、し

っかりとこの中で出た意見についてもお伝えをしたいと思っております。ま

た次年度以降、皆様にはお世話になるかと思いますけれども、引き続きどう

ぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
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これで終了させていただきます。

◇ 午後３時００分 閉会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～


